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ネ
パ
ー
ル
南
西
部
の
ブ
ト
ワ
ル
市
で
６
日
、
毎
日
新
聞

社
会
事
業
団
と
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
の
連
携

で
建
設
さ
れ
る
子
ど
も
病
院
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
国

内
に
小
児
専
門
病
院
が
Ｉ
つ
し
か
な
い
ネ
パ
ー
ル
で
は
、

幼
児
の
死
亡
率
が
高
い
。
、
起
工
式
に
は
市
民
ら
２
０
０
０

人
が
詰
め
掛
け
、
子
ど
も
病
院
へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
示

し
た
川
写
真
、
文
と
も
山
本
泰
久
。
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1
面
に
記
事
）
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【
ブ
ト
ワ
ル
（
ネ
パ
ー
ル
）
６

日
山
本
泰
久
」
み
ん
な
の
善
意

が
病
院
に
な
っ
た
Ｉ
。
毎
日

新
聞
の
読
者
か
ら
の
基
金
を
も

と
に
、
ネ
パ
ー
ル
・
ブ
ト
ワ
ル

市
で
建
設
計
画
が
進
ん
で
い
た

子
ど
も
病
院
の
起
工
式
が
６

日
、
現
地
で
行
わ
れ
た
。
１
９
９

５
年
の
阪
神
大
震
災
の
際
、
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
途
上
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
救
援
に
、
「
お
返

し
」
を
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
計

画
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
に
は
小
児
専
門
病

院
が
Ｉ
つ
し
か
な
く
、
５
歳
未

満
児
の
死
亡
率
は
日
本
の
約
2
0

倍
。
式
典
に
は
地
元
の
人
た
ち

だ
け
で
な
く
、
海
を
越
え
て
多

く
の
人
が
集
ま
っ
た
。

　
ブ
ト
ワ
ル
市
の
子
ど
も
病
院

は
、
毎
日
新
聞
社
会
事
業
団
と
、

国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組

織
）
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
、
本
部
・
岡
山

市
）
と
の
連
携
で
建
設
す
る
。

　
設
計
は
世
界
的
建
築
家
、
安

藤
忠
雄
さ
ん
（
5
6
）
が
引
き
受

け
、
日
本
国
内
の
医
師
会
か
ら

医
療
機
器
を
無
償
提
供
す
る
動

き
も
本
格
化
す
る
な
ど
、
共
感

の
輪
は
広
が
っ
て
い
る
。
建
設

地
は
約
６
・
７
鉛
。
来
年
６
月

に
は
初
期
工
事
が
完
成
し
、
約

3
0
床
の
ベ
ッ
ド
で
部
分
開
業
す

る
。
運
営
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー

ル
が
担
当
、
日
本
か
ら
も
医
師

を
派
遣
す
る
。

　
起
工
式
は
午
前
1
0
時
半
（
日

本
時
間
午
後
１
時
4
5
分
）
に
始

ま
り
、
セ
レ
ス
ト
ふ
Ｔ
ズ
・

プ
ロ
サ
ル
・
ブ
ト
ワ
ル
市
長
、

菅
波
茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
ら
約

２
０
０
０
入
が
出
席
。
地
面
に

穴
を
掘
っ
て
石
や
砂
、
土
を
入

れ
る
″
ネ
パ
ー
ル
版
く
わ
入
れ

式
″
を
行
っ
た
。

　
プ
ロ
サ
ル
市
長
は
「
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
、
病
院
を
さ

ら
に
大
き
な
も
の
に
し
て
い
こ

う
」
。
菅
肢
代
表
は
「
こ
の
病

院
が
、
ネ
パ
ー
ル
の
大
勢
の
家

族
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
を

望
み
ま
す
」
と
喜
び
の
あ
い
さ

つ
を
し
た
。

　
ま
た
、
安
藤
さ
ん
も
石
本

と
ア
ジ
ア
諸
国
と
咬
経
済
支

援
は
あ
る
け
れ
ど
、
人
々
の
心

の
対
話
が
な
い
。
今
後
、
仕
事

を
通
し
て
目
に
見
え
た
対
話
を

し
、
交
流
を
深
め
て
い
け
れ
ば
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
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